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２
０
２
２
年
度

古
典
Ｂ

第
９
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
資
料

諸
家
の
思
想

孔
子
・
・
・

仁
」
を
中
心
と
す
る
思
想
。
儒
家
の
始
祖
。

「

孟
軻
・
・
・
孔
子
の
教
え
を
引
き
継
ぎ
、
仁
義
・
王
道
を
唱
え
た
。

老
子
・
・
・

自
然

「
柔
弱
」
な
生
き
方
。
道
家
の
始
祖
。

「

」

荘
周
・
・
・
人
間
、
生
死
な
ど
根
本
問
題
を
論
じ
た
。

韓
非
・
・
・
法
家
の
思
想
家

「
信
賞
必
罰
」

。

※
教
科
書
Ｐ

～

の
漢
文
の
う
ち
、
黄
色
い
○
で
示
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
部
分
だ
け
「
書
き
下
し
文

「
現
代
語
訳
」
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。
皆

」

216

227

さ
ん
は
教
科
書
の
本
文
で
、
訓
点
（
送
り
が
な
、
返
り
点
、
句
読
点
）
の
位
置
を
よ
く
確
認
し
て
お
く
こ
と

「
書
き
下
し
文
」
か
ら
訓
読
文

。

を
思
い
返
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
已
ん
ぬ
る
か
な
…
も
う
お
し
ま
い
だ
。

Ｐ
216

○
三
人
行
け
ば
、
必
ず
我
が
師
あ
り
…
三
人
で
歩
い
て
行
け
ば
、
必
ず
そ
の
中
に
自
分
の
師
と
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

○
敬
せ
ず
ん
ば
何
を
以
つ
て
別
た
ん
や
…
も
し
親
を
敬
愛
し
な
か
っ
た
ら
ど
の
点
を
も
っ
て
区
別
す
る
の
か

Ｐ
217

○
剛
毅
木
訥
…
無
欲
で
あ
り
、
果
敢
に
実
践
し
、
飾
り
気
が
な
く
、
言
葉
が
す
ら
す
ら
出
な
い
こ
と

○
盍
ぞ
各
爾
の
志
を
言
は
ざ
る
…
ど
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
お
ま
え
た
ち
の
志
を
言
わ
な
い
の
か

Ｐ
218

○
仕
へ
ざ
れ
ば
義
無
し
…
仕
え
な
け
れ
ば
義
は
成
り
立
た
な
い

○
仁
は
人
の
心
な
り
…
仁
は
人
の
本
来
持
っ
て
い
る
心
で
あ
る

Ｐ
220

○
民
の
父
母
…
国
民
の
父
母

○
柔
弱
…
柔
ら
か
で
弱
々
し
い
こ
と

Ｐ
222

○
百
谷
の
王
…
た
く
さ
ん
の
谷
や
川
の
王

Ｐ
223

○
鴟
腐
鼠
を
得
た
り
…
ふ
く
ろ
う
が
腐
っ
た
鼠
を
手
に
入
れ
た

Ｐ
224

○
蝴
蝶
の
夢
…
ち
ょ
う
ち
ょ
の
夢

Ｐ
225

○
刻
削
の
道
…
人
物
の
彫
刻
を
作
る
方
法

Ｐ
226

○
法
は
王
の
本
な
り
…
法
律
は
王
の
根
本
で
あ
る

『
論
語
』
に
説
か
れ
た
「
仁
・
礼

「
孝
・
悌
」

」

「
仁
」
と
は
「
人
を
愛
す
る
こ
と

「
礼
」
と
は
「
仁
」
が
態
度
や
行
為
と
し
て
外
面
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
。

「
仁
・
礼
」
…

」
、

「
孝
」
と
は
子
が
親
に
尽
く
す
こ
と

「
悌
」
と
は
弟
が
兄
に
尽
く
す
こ
と
。

「
孝
・
悌
」
…
。

、

○
後
患
を
顧
み
ず
…
自
分
の
背
後
に
心
配
事
が
あ
る
の
に
、（
目
前
の
利
益
に
気
を
取
ら
れ
）
ふ
り
返
ら
な
い
。

逸
話

説
苑

露
を
飲
も
う
と
す
る
蝉
を
狙
う
螳
螂
を
狙
う
雀
を
撃
と
う
と
す

る
パ
チ
ン
コ
（
弾
き
弓
）

※
目
の
前
に
、
攻
め
た
い
国
が
あ
る
と
そ
れ
に
気
を
取
ら
れ
、
自
分
の
国
が
攻
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
の
た
と
え
。

呉
王
の
家
来
（
少
孺
子
）
は
、
殺
さ
れ
る
の
を
覚
悟
で
こ
の
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
、
分
か
り
や
す
い
た
と
え
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
、
諌
む
…
家
来
が
命
を
か
け
て
、
君
主
に
忠
告
す
る
こ
と
。
諫
言
。

・
Ｐ

Ｌ
４

三
旦
…
三
日
間

い
さ

か
ん
げ
ん

230

三

「
○
○
不
敢
」
…
決
し
て
～
な
い
。
無
理
に
～
し
な
い

（
否
定
）

、

。

六
、
古
典
の
表
現
は
、
自
分
の
生
活
を
ふ
り
返
る
の
に
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
自
分
の
生
活
で
よ
く
似
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ふ

り
返
る
問
題
で
す
。
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○
人
ご
と
に
其
の
宝
を
有
す
る
に
し
か
ず
…
そ
れ
ぞ
れ
め
い
め
い
に
宝
を
持
っ
て
い
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

新
序

※
宋
人
に
と
っ
て
の
宝
は
宝
玉
、
子
罕
に
と
っ
て
の
宝
は
貪
ら
な
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
価
値
観
が
違
う
こ
と
を
述
べ
て
い
ま

す
。

一
、
白
文
か
ら
訓
読
文
、
書
き
下
し
文
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
学
習
で
す
。

二
、
Ｐ

Ｌ
７

「
故

献
之
」
…
肯
定
文
で
使
う
と
き
は
「
あ
へ
て
」
と
読
み

「
思
い
切
っ
て
～
す
る
」
の
意
味
。

敢

、

234

・
Ｐ

Ｌ

子
罕

宝
也
（
し
か
ん
は
た
か
ら

な
り

）
…
宝
が

わ
け
で
は

（
二
重
否
定
＝
肯
定
）

非
無

な
き
に
あ
ら
ざ
る

な
い

な
い

。

。

234

10

三
、
み
な
さ
ん
に
も
「
宝
」
と
思
っ
て
い
る
気
持
ち
（
考
え
）
が
あ
る
は
ず
。
ぜ
ひ
持
ち
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

・
Ｐ

Ｌ

～

Ｌ
１
「
所
宝
者
異
也
」
…
み
ん
な
一
番
大
事
に
し
た
い
も
の
が
違
う
の
だ
、
と
い
う
こ
と
。

234

10

235

古
体
の
詩

子
衿

・
青
青
‐
悠
悠

（
繰
り
返
し
）

・
一
日
‐
三
日

（
対
応
）

詩
形
…
四
言
古
詩

押
韻
…
衿
（
ｋ
ｉ
ｎ

、
心
（
ｓ
ｉ
ｎ

、
音
（
ｉ
ｎ
）

）

）

佩
（
ｈ
ａ
ｉ

、
思
（
ｓ
ａ
ｉ

、
…
「
偲
」
の
音
読
み
に
「
サ
イ
」
が
あ
る
。
来
（
ｒ
ａ
ｉ
）

換
韻

）

）

か
ん
い
ん

達
（
ｔ
ａ
ｔ
ｉ

、
闕
（
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ

、
月
（
ｇ
ｅ
ｔ
ｕ
）

）

）

・
四
句
目
…
嗣
が
ざ
る

七
句
目
…
往
か
ず
と
も

八
句
目
…
来
た
ら
ざ
る

十
一
句
目
…
見
ざ
れ
ば
（
助
動
詞
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す

）
。

七
歩
詩

詩
形
…
五
言
古
詩

押
韻
…
汁
（
ｊ
ｕ
ｕ

、
泣
（
ｋ
ｙ
ｕ
ｕ

、
急
（
ｋ
ｙ
ｕ
ｕ
）

）

）

対
句
…
第
一
句
・
第
二
句
…
調
理
し
て
料
理
を
作
る
こ
と
で
共
通
し
た
内
容
で
あ
り
、
レ
点
の
位
置
も
同
じ
で
す
。

第
三
句
・
第
四
句
…
食
材
が
調
理
器
具
の
中
で
ど
ん
な
様
子
か
が
共
通
し
た
内
容
で
あ
り
、
一
・
二
点
の
位
置
も
同
じ
で
す
。

・
五
句
目
…
本
同
根
よ
り
生
ず
る
に
（
助
詞
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す

）
。

雑
詩

詩
形
…
五
言
古
詩

押
韻
…
塵
（
ｊ
ｉ
ｎ

、
身
（
ｓ
ｉ
ｎ

、
親
（
ｓ
ｉ
ｎ

、
隣
（
ｒ
ｉ
ｎ

、
晨
（
ｓ
ｉ
ｎ

、
人
（
ｊ
ｉ
ｎ
）

）

）

）

）

）

対
句
…
第
九
句
・
第
十
句

盛
年
・
一
日
…
数
字
が
出
て
く
る
こ
と
が
共
通

重
来
・
再
晨
…
重
な
る
文
字
が
出
て
く
る
こ
と
が
共
通

・
二
句
目
…
塵
の
ご
と
し

七
句
目
…
当
に
楽
し
み
を
作
す
べ
し

九
句
目
…
来
た
ら
ず
（
助
動
詞
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す

）
。

・
五
句
目
…
兄
弟
（
け
い
て
い
）
…
読
み
に
注
意
！

・
第
十
一
句
、
十
二
句
は
「

」
と
読
み
、
国
語
総
合
で
も
取
り
あ
げ
た
部
分
で
す
が
、
正

時
に
及
ん
で
当
に
勉
励
す
べ
し

歳
月
は
人
を
待
た
ず

確
に
は
「
若
い
と
き
は
二
度
と
な
い
の
だ
か
ら
、
楽
し
む
べ
き
時
に
は
楽
し
み
な
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
現
在
で
は
「
若
い
と
き
は
二
度

と
な
い
の
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
頑
張
れ
る
と
き
に
頑
張
れ
」
と
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

遊
子
吟

詩
形
…
五
言
古
詩

押
韻
…
衣
（
ｉ

、
帰
（
ｋ
ｉ

、
暉
（
ｋ
ｉ
）

）

）

対
句
…
第
一
句
・
第
二
句
…
母
と
子
、
手
の
中
と
身
の
上
、
線
と
衣
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

竃
門
炭
治
郎
も

第
三
句
・
第
四
句
…
密
密
と
遅
遅
と
い
う
繰
り
返
し
の
語
句
、
縫
ふ
と
帰
る
と
い
う
動
作
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

炭
売
り
↓

宮
市
に
苦
し
む
な
り
…
助
動
詞
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す
。

売
炭
翁

詩
形
…
楽
府
（
が
ふ
）
…
読
み
に
注
意
！

押
韻
…
「
翁
・
中

、
色
（
ｓ
ｙ
ｏ
ｋ
ｕ

、
黒
（
ｋ
ｏ
ｋ
ｕ

、
食
（
ｓ
ｙ
ｏ
ｋ
ｕ
）

」

）

）

単
（
ｔ
ａ
ｎ

、
寒
（
ｋ
ａ
ｎ

、

）

）

雪
（
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ

、
轍
（
ｔ
ｅ
ｔ
ｕ

、
歇
（
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
）

換
韻

）

）

か
ん
い
ん

誰
（
ｚ
ｕ
ｉ

、
児
（
ｊ
ｉ
）

）

勅
（
ｔ
ｙ
ｏ
ｋ
ｕ

、
北
（
ｈ
ｏ
ｋ
ｕ

、
得
（
ｔ
ｏ
ｋ
ｕ

、
直
（
ｔ
ｙ
ｏ
ｋ
ｕ
）

）

）

）

・
七
句
目
…
憐
れ
む
べ
し

十
八
句
目
…
惜
し
み
得
ず
（
助
動
詞
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す

）
。


